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本研究調査は数学問題の中でも有限体上定義された楕円曲線の有理点のなす群上の離散対数問題 (以下､

楕円型離散対数問題という)および関連する緒問題に対して現在までにどのようなアルゴリズムが知られて

いるかを調査することを目的とする｡

このため､以下の項目に関して調査 ･考察を行った｡

(a) 特定の曲線の性質に影響されずに楕円型離散対数問題を解くためのアルゴリズムの調査を行う｡これ
らを考慮した上で楕円型離散対数問題が容易には解けなくなるようにするための留意点をまとめる｡

(b) 特殊なクラスの楕円型離散対数問題 (例えば Koblitz曲線上での楕円型離散対数問題)で特に効率の
良い解法があるかどうかを調査する｡

(C) 有限体上の楕円曲線が与えられたときその有理点のなす群の位数を計算という問題について現在知ら
れているアルゴリズムを調査する｡

その結果､(a)(b)に関しては､Shanks法 (いわゆる BabyStep GiantStep,BSGS)､乗法群への埋
め込み､加法群への埋め込み､自己同型法､weil降下法､Xedni計算法などが調査対象となった｡このう

ち､shanks法はどのような場合にも適用できる｡乗法群への埋め込み､加法群への埋め込み､自己同型法

は適用対象となる曲線がはっきり分かっている｡これに対して残りの方法はそれらが有効となるための必要

条件が得られていない｡ただしWeil降下法については必要条件が判明しつつある｡位数が 160bitを越

える場合には調査時点において Shanks法の実行は非現実的であると考えられているので Ⅹedni計算法を

除き残りの解法を受け付けないような曲線の条件をまとめることができた｡

(C)に関して､現在知られている方法は l-adic法か p-adic法に分類される.m を乗算指数､pを標数と

し､qを係数体の位数､q=pN とおく｡知られている最も速い I-adic法が必要とする bit演算の数は経験

測として 0((logq)2m'2)とされていたが､この経験則が成り立たない楕円曲線が頻度は少ないが無限にある

ことが知られていること､p-adic法では実用上も理論上も o(N2m)であることが分かった.
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